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目的 

 消費者から評価の高いマハタ養殖魚を生産するため

に，養殖魚の身質特性を把握するとともに，適切な脂

質含量のマハタを周年安定供給できる養殖技術を開発

する。 

 

方法 

 尾鷲湾内の海面生簀で飼育していたマハタ 4，5歳魚

（平均体重 1197g）124 尾，およびマダイ 2 歳魚（平均

体重 590g）20 尾を 3×3×3mの海面生簀に収容した。粗

脂肪含量が 12%のモイストペレット（MP）を投与し，

概ね週 3 回，1 日 1回飽食量を給餌した。 

1. 飼育成績 

 毎月 1 回の頻度で総魚体重測定を行い，増重率を算

出した。また，5，8，11，2月に 3 尾ずつサンプリン

グし，肥満度を算出した。 

 

2. 身質特性の把握 

1）一般成分分析 

 5，8，11，2 月に 3 尾ずつサンプリングし，左頭の

上側背部筋肉の一般成分（水分，粗脂肪，粗蛋白およ

び粗灰分）を分析した。 

2）筋肉破断強度 

 レオメーター（山電社製，TPU-2C）を用いて，筋肉

の硬さを，死後 0h，48h，96h，168h に測定した。測定

は背鰭前端基部付近の背側筋肉を厚さ 1cmに切り出し

たものに対し，直径 8 ㎜の樹脂製円柱状プランジャー

を 2.5mm/sec の速度で圧縮率 90%まで貫入させること

で行い，貫入時の最大荷重を筋肉の硬さとした。 

3）筋肉色彩変化 

 色彩色差計（ミノルタ社製，CR-300）を用いて，背

側筋肉の血合の色彩の変化（褐変）を測定した。 

4)ドリップ率 

 左頭の上側背部筋肉および腹部筋肉の重量を死後

0h，48h，96h，168h に測定し，ドリップ率（筋肉重量

に占めるドリップ量の割合）を算出した。なお，筋肉

はキッチンペーパーに包んだ状態で冷蔵保存した。 

 

 

 

結果および考察 

1. 飼育成績 

 飼育期間は 2014年 5月 12日～2015年 2月 16日で，

水深 2m層の水温は 13.4～25.6℃で推移し，夏季の水

温は例年より 1.5℃程度低かった。増重率，肥満度を

図 1，2 に示す。マハタは水温上昇期，マダイは水温上

昇期から高水温期にかけて高成長を示した。両魚種と

も肥満度は秋から冬にかけて高くなった。なお，飼育

期間中にマハタのウイルス性神経壊死症（VNN）およ

びマダイのエドワジエラ症等の疾病は発生しなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1. 増重率と水温変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2. 肥満度 

2. 身質特性の把握 

1）一般成分分析 

 筋肉の一般成分（水分および脂肪）の季節変動を図

3 に示す。水分は両魚種とも成長に伴い低下し，粗脂

肪は増加する傾向が見られた。5，8，2 月の水分およ

び 5，8 月の粗脂肪については，マハタがマダイより有

意に水分が高く，粗脂肪が低かった（P<0.05）。粗蛋

白質はマハタが約 21％，マダイが約 22～23%，粗灰分

はマハタが約 1.3～1.4%，マダイが約 1.6～2.0％であり，

ともにマダイの方がマハタより有意に高く（P<0.05），

両魚種とも季節変動はなった。 
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図 3. 筋肉の一般成分の季節変動 

 

2）筋肉破断強度 

 両魚種ともに，死後の時間経過に伴って軟化する傾

向が見られた。マハタがマダイより有意に高く，時間

が経過しても高い破断強度が継続することが明らかに

なった（図 4）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4. 筋肉破断強度の経時変化 

 

3）筋肉色彩変化 

 血合筋の色彩変化を図 5 に示す。血合筋の褐変が進

むと a*値は低くなることが報告されており（Hiraoka 

et al. 2004），両魚種とも時間経過に伴って褐変した

が，マダイがマハタより a*値の低下が大きかった。ま

た，死後 168 時間後の a*値はマハタよりマダイが有意

に低く（P<0.05），マハタの方がマダイより血合筋の

褐変の進行が遅いことが明らかになった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5. 血合筋の褐変 

 

4)ドリップ率 

 ドリップ率の時間変化を図 6 に示す。両魚種ともに，

死後の時間経過に伴ってドリップ率が上昇した。いず

れの時間においても，マハタはマダイよりドリップ率

が有意に低く（P<0.05）， 身持ちすることが明らかに

なった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6. 筋肉のドリップ量 
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